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図１. 構成例 

 
 

ネットワーク対応の組込み型ラインモニタの開発 
 

横田 裕史*1)  金田 泰昌*2)  日比野 克彦*3)  千田 茂*3)  永井 邦男*3) 

 
Development of Embedded Line Monitor Network Communication 

Hiroshi Yokota*1), Yasuaki Kaneda*2), Katsuhiko Hibino*3), Shigeru Senda*3), Kunio Nagai*3) 
 

キーワード：ネットワーク，加工機，ラインモニタ 

Keywords：Network, Processing machine, Line monitor 

 

1. はじめに 

NC（Numerical Control）加工機は、あらかじめプログラム

をしたとおりに高精度の加工をすることができる。この NC
加工機の運転状況についてネットワーク経由で遠隔監視・

制御がしたいというニーズがある。しかし、一部の最新の

高額機種を除いて、ネットワーク対応の機種は少ない。  

そこで、レトロフィット（既納機械への取り付け）も含め、

今回の開発品を取り付けることで、非ネットワーク対応の

加工機をネットワーク対応にすることを可能とするライン

モニタを、株式会社ポート電子と共同で開発した。 

2. 開発内容 

2. 1 開発品の構造  加工機等が多数並んだ生産現場を

想定し、開発を行った。 
①作業現場は振動など劣悪な環境であるため、OS やプログ

ラム等を記憶する媒体は内蔵フラッシュ ROM（数 10MByte）
とし、ハードディスク等は搭載しない。 
②短時間起動および 24 時間対応を実現するため、組込み機

器とする。 
 

③主な構成 
・CPU（SH7727） ＋ 内蔵フラッシュ ROM 搭載 
・LAN インターフェース 
・RS232C インターフェース 
・CF（コンパクトフラッシュ）インターフェース 
・OS は μITRON 
2. 2 開発品の主な機能 

①遠隔監視（モニタリング） 
・シリアル（RS232C）端子を持つ加工機に接続し、LAN 経

由で信号をモニタリング 
・通信のログデータを本体で CF メモリカードに保存 
②遠隔制御（コントロール） 
・ネットワーク接続した遠隔端末からコマンドを送信する

ことによる加工機制御および作業指示 
2. 3 開発品の特徴 

①安価で小型・軽量とする。 
②加工機にシリアル（RS232C）端子で接続するのみである。 
③Web サーバ機能を搭載する。遠隔監視端末では Web ブラ

ウザで監視が可能であり、事前に専用ソフトウェアのイン

ストールが不要である。 
図１に開発品を用いた構成例を示す。 
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写真１. 専用筐体       写真２. 専用基板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３. 遠隔監視端末のモニタ画面の表示例 

3. 開発結果 

3. 1 ハードウェア開発 
製品化を前提として、専用筐体（写真１）および専用基

板（写真２）の試作を行った。ソフトウェアは、パソコン

を用いた開発環境で作成し、シリアル接続して開発品のフ

ラッシュ ROM に書き込む。液晶モニタ等は搭載せず、シン

プルな構成で低コスト化を目指した。 

3. 2 ソフトウェア開発 
(１)  ソフトウェア開発項目   
OS はμITRON を用い、アプリケーションは C 言語で開

発した。開発項目は以下の通りである。 
①LAN ポートを用いた通信アプリケーションの開発。 
②シリアルポート（RS232C）を用いた通信アプリケーショ

ンの開発。 
③CF メモリ用ファイルシステムの搭載およびログデータを

MS-DOS 互換ファイルとして保存するアプリケーションの

開発（Windows 環境で読めるファイルを作成する機能）。 
④Web サーバ機能の搭載および HTML，CGI による Web ア

プリケーションの開発（LAN 接続した遠隔監視端末の Web
ブラウザからコマンドの入出力ができる機能）。 
(２)  組込み型 Web サーバ 

通常の Web プログラムでは、各 Web ページを構成する

HTML ファイルは独立している。今回は、HTML を用いて

開発した全 Web ページのコードを、テキストデータとして

C 言語プログラム中に書き込むことで、アプリケーションを

構成した。Web サーバ機能を開発品の内蔵フラッシュ ROM
に、コンパイルした全プログラムを書き込んでいる。以下

のように、メリットもあるがデメリットもある。また、内

蔵フラッシュ ROM の容量は小さいため、HTML で記載した

全テキストファイルを搭載することは困難である。これら

を考慮すると 
（メリット） 
コンパイル済であるため、 
・プログラム容量が小さい 
・高速で動作する 
（デメリット） 
Web アプリケーションを変更する場合 
・ユーザ側に開発環境が必要となる 
・C 言語等の知識が必要（ソースコード変更等）となる 
 

3. 3 動作概要 
開発品に、LAN 接続した遠隔監視端末からアクセスして

モニタ画面にブラウザで表示した結果が写真３である。 
遠隔監視端末のモニタ画面の Internet Explorer のメイン

メニューのボタンをマウスクリックすることにより、別の

画面が表示され、Web アプリケーションとして動作する。 

4. まとめ 

本開発品は、NC 加工機等に接続してネットワーク対応と

することができ、以下の特徴を持つ。 
①安価  数千万円の NC 加工機に対して、   

10 万円程度（予定） 
②小型・軽量 手のひらサイズ 1kg 以下 
③簡単取付 既存の加工機のシリアル端子に接続 
④高機能  Web サーバ機能を搭載 
さらに、市販の無線 LAN を使えば、LAN ケーブルの引き

回しが不要となる。なお、今回は加工機等をターゲットと

したが、計測機器等のレトロフィットへの応用も考えられ

る。 
今後の課題として、HTML 記述を C 言語アプリケーショ

ンから独立させ、CF メモリ内に独立したファイルとして搭

載すること等も検討し、ユーザ側で Web アプリケーション

を容易に変更できるようにする等、使い勝手の向上を図っ

ていく。 
（平成 20 年 7 月 7 日受付，平成 20 年 8 月 18 日再受付） 
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